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むつ市議会第２４０回定例会会議録 第２号

令和元年６月１７日（月曜日）午前１０時開議議事日程 第２号

◎諸般の報告

【議案一括上程、提案理由説明】

第１ 議案第76号 財産の取得について

（むつ市消防団むつ消防団第18分団配備の消防ポンプ自動車を老朽化に伴い更新するた

めのもの）

第２ 議案第77号 令和元年度むつ市一般会計補正予算

【一般質問】

第３ 一般質問（市政一般に対する質問）

（１）16番 浅 利 竹二郎 議員

（２）15番 濵 田 栄 子 議員

（３）18番 斉 藤 孝 昭 議員

（４）８番 石 田 勝 弘 議員

本日の会議に付した事件

議事日程に同じ
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◎開議の宣告

午前１０時００分 開議

〇議長（白井二郎） ただいまから本日の会議を開

きます。

ただいまの出席議員は23人で定足数に達してお

ります。

◎諸般の報告

〇議長（白井二郎） 議事に入る前に、諸般の報告

を行います。

６月14日、市長から、今定例会に議案２件を追

加提案したい旨の申し入れがあり、先ほど開催し

た議会運営委員会で、本日この後上程することが

決定されておりますので、ご報告いたします。

以上で諸般の報告を終わります。

〇議長（白井二郎） 本日の会議は議事日程第２号

により議事を進めます。

◎会議録署名議員の追加指名

〇議長（白井二郎） ここで、本日会議録署名議員

が欠席しておりますので、会議録署名議員を追加

指名いたします。

16番浅利竹二郎議員を指名いたします。

◎日程第１～日程第２ 議案一括上程、

提案理由説明

〇議長（白井二郎） 日程第１ 議案第76号 財産

の取得について及び日程第２ 議案第77号 令和

元年度むつ市一般会計補正予算の２件を一括議題

といたします。

市長から提案理由の説明を求めます。市長。

（宮下宗一郎市長登壇）

〇市長（宮下宗一郎） おはようございます。ただ

いま追加上程されました２議案について、提案理

由及び内容の概要をご説明申し上げ、ご審議の参

考に供したいと存じます。

はじめに、議案第76号 財産の取得についてで

ありますが、本案は、むつ市消防団むつ消防団第

18分団に配備しております消防ポンプ自動車につ

いて、老朽化が著しいことから車両を更新するた

めのものであります。

次に、議案第77号 令和元年度むつ市一般会計

補正予算についてでありますが、本案は、１億

487万7,000円の増額補正でありまして、これによ

り補正後の歳入歳出予算総額は、365億3,064万

5,000円となります。

まず、歳出についてでありますが、本年10月に

予定されている消費税及び地方消費税の税率の引

上げに際し、低所得者及び子育て世帯の消費に与

える影響を緩和するとともに、地域における消費

を喚起・下支えすることを目的とするプレミアム

付商品券事業に要する経費を計上しております。

次に、歳入についてでありますが、国庫支出金

に歳出との関連において補助見込額を計上してお

ります。

以上をもちまして、追加上程されました２議案

について、その大要を申し上げましたが、細部に

つきましては、議事の進行に伴いましてご質問に

より詳細ご説明申し上げます。

何とぞ慎重ご審議の上、原案どおり御議決賜り

ますようお願い申し上げる次第であります。

〇議長（白井二郎） これで、提案理由の説明を終

わります。

ただいま上程されました議案第76号について

は ６月21日に質疑及び委員会付託を 議案第77号、 、

については、６月21日に質疑、討論、採決を行い
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ますので、ご了承願います。

◎日程第３ 一般質問

〇議長（白井二郎） 次は、日程第３ 一般質問を

行います。

質問の順序は、抽せんにより浅利竹二郎議員、

濵田栄子議員、斉藤孝昭議員、石田勝弘議員、菊

池光弘議員、冨岡幸夫議員、大瀧次男議員、東健

而議員、佐賀英生議員、岡崎健吾議員、半田義秋

議員、鎌田ちよ子議員、工藤祥子議員、原田敏匡

議員の順となっております。

本日は、浅利竹二郎議員、濵田栄子議員、斉藤

孝昭議員、石田勝弘議員の一般質問を行います。

◎浅利竹二郎議員

〇議長（白井二郎） まず、浅利竹二郎議員の登壇

を求めます。16番浅利竹二郎議員。

（16番 浅利竹二郎議員登壇）

〇16番（浅利竹二郎） おはようございます。ただ

いま白井議長よりご指名をいただきました自由民

主党、自民クラブの浅利竹二郎でございます。む

つ市議会第240回定例会に際し、先陣の栄誉を担

い一般質問を行いますので、市長及び理事者各位

におかれては、簡潔明瞭、前向きなご答弁をお願

いいたします。

さて、令和天皇の践祚に沸き立ったのがうその

ように、次々から次に暗いニュースが飛び込んで

きます。最近8050問題として注目されているのが

80代の親に50代のひきこもりの子供の存在です。

親が老衰死し、収入のない同居の息子が餓死した

事件や、ひきこもりで家庭内暴力を振るう長男を

刺殺した元農水省事務次官の事件等々でありま

す。8050問題以上に深刻な社会不安をもたらして

いるのが多発する高齢者運転の重大車両事故、長

寿社会を反映してか、急増の一途をたどっており

ます。さらには、昨日飛び込んできたのが、大阪

府吹田市の交番襲撃事件、警察官を刺し、実弾入

りの拳銃を奪って逃走、けさ逮捕の速報に一安心

しましたが、間もなく大阪市で開催される主要

20カ国・地域首脳会談直前のこととて、治安の安

定を誇る日本の威信が大きく揺らいでおります。

これら明るい話題に乏しい中、我がむつ市では

６月７日、むつ下北初の高等教育機関である青森

明の星短期大学下北キャンパス開設が決まりまし

。 、た 教育の後進地域でありますこのむつ下北にも

ようやく光が差してきた思いであり、まことにご

同慶の至りであります。

これらの状況を踏まえ、我がむつ市政喫緊の課

題３項目14点につき一般質問を行いますので、前

、 。向き 真摯なご答弁をよろしくお願いいたします

質問の第１は、宮下市政が進める行財政改革の

検証についてであります。むつ市議会の今任期も

残すところ３カ月余りとなりました。我々の今任

期は、宮下宗一郎市政にとっては１期目の１年か

ら２期目１年に当たる約４年となります。この期

間市長は、２期目の公約として掲げた「ＭＡＮＩ

ＦＥＳＴＯ ２０１８」に掲げる７つの施策を最

重点事項に据え、むつ市総合経営計画との整合性

を図りながら、持続可能な財政運営を前提として

効率的な行財政運営と強固な財政基盤の確立を目

指しております。

行政改革と財政改革は表裏一体の関係にあり、

昨年策定した財政中期見通し2018、財政健全化対

策及び行政改革についての取り組み等に記され、

今後の実効性が問われることになります。

行財政改革は、今後ますます厳しくなる社会経

済状況の中で、政府や地方自治体において喫緊の

課題であり、最少の経費で最大の効果を上げると

いう財政運営の基本に立ち返り、一切の無駄を排

除することはもちろん、全ての補助及び負担金事
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業を含めた市が関係する事業の効果について、適

切かつ恒常的な見直しを実践していくことが課題

であり、今むつ市においてもそのことが実践され

ております。

これらのことから、宮下市政が進める行財政改

革の検証として、次の６点につきお伺いいたしま

す。

まず、財政健全化の取り組みについて、次の３

点をお伺いいたします。

１点目、財政健全化の目標について。

２点目、財政健全化に向けた重点事項につい

て。

３点目、財政健全化対策の実施状況についての

３点であります。

次は、行政改革の取り組みについて３点をお伺

いいたします。

１点目、行政改革の基本方針について。

２点目、具体的取り組みについて。

３点目、働き方改革、窓口改革で職員意識の醸

成についての３点です。

以上、行財政改革の検証として、６点につきお

伺いいたします。

質問の第２は、むつ市の観光事業、魅力化対策

についてであります。宮下市政１期目４年、２期

目１年の間に、行政主導のもと、観光事業や地域

の魅力化対策として、市民団体や多くの事業所の

人々が参画した官民協力による事業が展開され、

近年むつ市のマスコミ露出度は県内自治体でも突

出しております。しかしながら、これらの事業の

ほとんどは地域おこしの域を出ず、まず地元に認

知され、そこから徐々に全国への広がりが期待さ

れるものばかりであります。

むつ市は、周囲を国定公園に囲まれ、豊富な観

光資源が身近にあるとはいうものの、その魅力を

全国に発信し、観光客等の誘客に結びつける不断

の努力が必要であることは言うまでもありませ

ん。

観光資源の最たるものは人にあります。地元の

人間が郷土を愛し、地域や住むまちに誇りを持っ

てこそむつ市を訪れる遠来の観光客に対しても優

しくでき、受け入れることができるものであり、

人の縁、きずなこそが最大の観光資源と言われる

ゆえんであります。多くの事業を一過性に終わら

せないためにも、今後の取り組みや検証が大事で

あり、数ある事業の中から次の５つを抽出し、こ

れまでの経緯や今後の取り組み等についてお伺い

するものであります。

１点目、日本夜景遺産（日本夜景100選）の取

り組みについて。

２点目、桜満開プロジェクトの成果と今後の取

り組みについて。

３点目 「大湊海自カレー 「空自空上げ（か、 」、

らあげ）大湊Ｓｏｒａ空っ！（そらから 」事業）

について。

４点目、下北ジオパークの取り組みについて。

５点目、イルカウォッチング事業について。

以上、５点についてお伺いいたします。

質問の第３は、むつ下北の生態系被害が懸念さ

れる特定外来生物についてであります。市内の知

人から、今春に撮ったという１枚の写真を見せら

れました。ムジナに似ているが、爪の形や全体像

から、初めて見るものだ、調べてほしいという依

頼でありました。知人の友人が家の近くで偶然に

出会い撮影したものであるとのこと。早速専門家

である生産者支援課の保護管理専門員に確認して

いただいたところ、特定外来生物に指定されるア

ライグマでほぼ間違いないとのことでありまし

た。

特定外来生物とは、本来日本に生息していない

外来生物のうち、生態系、人の生命、身体、農林

水産業へ被害を及ぼすものや、及ぼすおそれがあ

るものの中から、法律に基づき国が指定した生物
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と規定されていて、むつ下北での確認は初めてと

のことであります。

これらのことから、生態系への被害が懸念され

る特定外来生物について、市民への注意喚起の意

味も込めて取り上げ、次の３点につきお伺いいた

します。

１点目、特定外来生物分布の実態について。

２点目、特定外来生物が生態系及び人間社会に

及ぼす影響について。

３点目、特定外来生物の侵入を防ぐ手だてにつ

いて。

以上、３項目14点につき、壇上からの質問を終

わります。

〇議長（白井二郎） 市長。

（宮下宗一郎市長登壇）

〇市長（宮下宗一郎） 浅利議員のご質問にお答え

いたします。

ご質問の１点目、むつ市財政健全化の取り組み

についてお答えいたします。財政健全化の取り組

みの実績についてでありますが、歳出の主なもの

といたしましては、人件費削減として給与削減な

どを行い、私が就任してからの５年間において、

私自身の給与から約740万円、職員全体で約２億

1,000万円で、合計して約２億1,700万円の削減を

しております。

また、歳入ではふるさと納税を約５億2,300万

円、地方創生交付金を約２億3,100万円、総合ア

リーナ建設に対する国及び県補助金約21億円を獲

得するなど、財源確保を図りつつ、各事業を推し

進めてきたところであります。

その結果といたしまして、財政調整基金は平成

26年度末と比較いたしまして、平成30年度末残高

、は約８倍の約３億2,000万円となる見込みであり

また財政健全化指標の実質公債費比率及び将来負

担比率は、総合アリーナなどの大型事業がありま

したが、ことしも改善する見込みであります。

さらに、平成30年度の決算では、長年赤字とな

っておりました国民健康保険特別会計の黒字化を

達成する見込みとなっており、また核燃料サイク

ル事業に関する新たな交付金も交付される予定と

なっております。

財政健全化の今後の取り組みといたしまして

は、今年度もむつ市財政中期見通しを作成し、そ

の具体策についてお示ししたいと考えております

ので、ご理解を賜りたいと存じます。

次に、ご質問の２点目、むつ市行政改革の取り

組みにつきましては、担当部長からの答弁とさせ

ていただきます。

次に、日本夜景遺産の取り組みについてお答え

いたします。当市の釜臥山から望む夜景は、平成

16年に日本夜景遺産に認定され、官民を挙げて各

方面へＰＲ活動を行った結果、2020年の全国夜景

サミットが当市で開催されることが発表されまし

た。このサミットでは、当市のすばらしい夜景と

自慢の食を堪能いただき、かけがえのない思い出

となるよう、関係者のほか市民の皆様のご協力を

いただきながら、本大会が夜景サミットそのもの

の歴史にも残るようなレガシーを刻むべく準備を

してまいりたいと考えておりますので、ご理解を

賜りたいと存じます。

次に、桜満開プロジェクトの成果と今後の取り

組みについてお答えいたします。桜満開プロジェ

クトは、平成29年５月18日にプロジェクトチーム

を立ち上げ、一般社団法人日本造園建設業協会青

森県支部にご協力いただきながら、多くのボラン

ティアの皆様とともに桜に肥料を与える作業を

春、夏、秋の年３回行うなど、さまざまな取り組

みを実施しております。

今後の取り組みといたしましては、まずは桜の

木本体の回復を図っていくことが最優先であり、

、 、適切な時期に適切な方法で肥料を与え 薬剤散布

冬期間の管理作業や剪定につきましても、成果を
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検証しながら実施していくこととしておりますの

で、ご理解賜りたいと存じます。

次に 「大湊海自カレー 「空自空上げ（から、 」、

あげ）大湊Ｓｏｒａ空っ！（そらから 」の事業）

についてお答えいたします 「大湊海自カレー」。

についてでありますが、平成29年６月の提供開始

から、本年３月末現在までの市内10店舗での累計

で約３万2,000食を提供しております。加えてレ

トルトカレー２種類を販売しているほか、２種類

の大湊海自カレーパンが販売されるなど、イベン

ト出店も含め、さまざまな取り組みを行っており

ます。

次に 「大湊Ｓｏｒａ空っ！」についてであり、

ますが、昨年７月の提供開始から、本年３月末現

在までの市内６店舗での累計で約１万2,000食を

提供しているほか 「大湊Ｓｏｒａ空っ！」アテ、

ンダントによるＰＲ活動などを行っております。

今後もこれらの取り組みを通じ、自衛隊ととも

に歩みを進めるまちとして地方創生に取り組むと

ともに、自衛隊活動の理解促進にも寄与してまい

りたいと考えておりますので、ご理解を賜りたい

と存じます。

次に、下北ジオパークの取り組みについてお答

えいたします。下北ジオパークは、平成28年９月

９日の加盟認定から既に２年９カ月が経過してお

り、来年はいよいよ再認定審査の年となります。

下北ジオパークは、誰もが楽しく活動できること

を基本理念として、地域の皆様と、これまでさま

ざまな活動を行っております。今年度は、新たに

上野動物園でＰＲ活動を開催するなど、引き続き

ジオパークの推進を軸とした地域振興を進めてい

くこととしております。

、 、次に イルカウォッチング事業につきましては

３年目を迎え、利用者数も年々増加しており、イ

ルカとの遭遇率も平成29年度で70.8％だったもの

が、今年度には６月９日時点で約97％と高い遭遇

率となっております。

今後の取り組みについてでありますが、ガイド

員のスキル向上や関連グッズの開発、販売などを

行うことでイルカウォッチング自体の価値を高め

ることに加え、平日、休日での運航時間や回数の

検討などが必要と考えておりますので、ご理解を

賜りたいと存じます。

次に、特定外来生物についてのご質問にお答え

いたします。まず、当市でのアライグマは、本年

４月に川守地区で初めて確認されたものと認識し

ております。

次に、この影響についてですが、在来種を駆逐

することで生態系を攪乱するなど、さまざまな影

響が青森県外来種対策学術調査報告書により報告

されております。

次に、これを防ぐ手だてについてですが、当市

といたしましては、近隣の市町村や県との情報共

有を密にし、目撃情報に素早く対応しながら捕獲

に取り組んでまいりたいと考えておりますので、

ご理解を賜りたいと存じます。

〇議長（白井二郎） 総務部長。

〇総務部長（村田 尚） 宮下市政が進める行財政

改革の検証についてのご質問の２点目、むつ市行

政改革の取り組みについてのご質問にお答えいた

します。

まず、行政改革の基本方針についてであります

が、平成30年度に「むつ市行政改革基本方針」を

策定し、効率的な行政運営等について取り組むこ

ととしております。

次に、具体的取り組みについてですが、効率的

な行政運営のほか、４項目について実施すること

としているところでございます。

次に、職員の意識醸成についてでありますが、

これらに基づき窓口サービス日本一を目指すこと

とし、窓口改革として、課長以下全職員を対象と

した接遇研修や、新採用職員を対象とした総合案
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内での実地研修等に取り組んでいるところでござ

います。

〇議長（白井二郎） 16番。

〇16番（浅利竹二郎） いろいろありがとうござい

ました。それでは、再質問に移らせていただきま

す。

まず質問の第１、宮下市政が進める行財政改革

の検証の１点目、むつ市財政健全化の取り組みに

ついて、４点の再質問をさせていただきます。

１点目、財政健全化について、市長や職員皆さ

んが身を削って努力されたことと種々説明いただ

きましたけれども、財政改革のポイントは何にあ

るかということについてお尋ねいたします。

〇議長（白井二郎） 市長。

〇市長（宮下宗一郎） お答えいたします。

財政改革のポイントということですけれども、

財政改革を行ううえでは、どうしても必要な施設

というものはございます。また、老朽化する施設

というものを今後どのような形で整備、改善して

いくかということだと思いますけれども、施設を

新設する場合には、設備投資額、それから維持管

理費とあわせて、これまでよりも費用が低減され

るかどうかということ、あるいは稼げる施設にな

っているかどうかがポイントになると思います

し、また住民に身近な施設でありますと、これは

長寿命化ですとか、そういったことも求められる

と思います。

さらには、聖域のない統廃合というものもこれ

からは必要になってくるというふうに考えており

ます。

以上です。

〇議長（白井二郎） 16番。

〇16番（浅利竹二郎） 財政改革のポイントは、老

朽化施設の更新のあり方がポイントになるという

ようなお考えのようですけれども、私はそのほか

に一般家庭でも行政でも同じように、入るをはか

って出るを制すという、要するに入ることをはか

る、出るものを抑えるというのが財政改革の原則

だと考えます。

そこで、入るほうの話ですけれども、青森県核

燃料物質等取扱税交付金についてはどうでしょう

か。30億円または収入見込額の18％に相当する額

のいずれか低い額以内に規定されていたところで

ありますけれども 先般の報道によると 上限30億、 、

円以内の交付のみとなっておりました。県に対し

ては、昨年立地４市町村長が上限の撤廃を要請し

ていたと思いますけれども、どうして上限の30億

円になったのか、事前調整等があるや否や、その

経緯をお伺いいたします。

〇議長（白井二郎） 市長。

〇市長（宮下宗一郎） この経緯ですけれども、私

もなぜこのようになったのかということについて

、 、は むしろ聞いてみたいという部分がありますし

これは我々が要望していたにもかかわらず、事務

連絡一本でこのような形になったということで、

この交付金の配分額が30億円以内となったことに

ついては、我々にとってもまさに青天の霹靂のよ

うであります。

これは、当市からの要請に逆行するばかりでは

なく、電源立地４市町村、それから周辺11町村の

約28万人に影響を及ぼすことであります。これが

事務連絡一本で行われたということでありますの

で、到底看過することができないというふうに私

どもとしては考えております。

このような取り扱いになった経緯は不明であり

ますけれども、事実として、我々の要望というも

のについて青森県がないがしろにしているという

ような認識がございます。今後は、７月に予定さ

れている下北総合開発期成同盟会からの青森県に

対する重点要望において、県知事に対しまして、

直接この真意をただすということになろうかと思

いますけれども、私はこの問題はぜひ議会の皆様
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としても何らかの形で意思表示をしていただきた

いと、この際皆さんにご要望させていただきます

し、またその下北総合開発期成同盟会からの要望

の際には、議長も参加していただくことになりま

すので、ぜひよろしくお願い申し上げます。

〇議長（白井二郎） 16番。

〇16番（浅利竹二郎） 今この交付限度額が30億円

以内となったことについて、影響はどう考えてい

るのでしょうか。

〇議長（白井二郎） 市長。

（ ） 、〇市長 宮下宗一郎 青森県の試算ですけれども

令和元年度から令和５年度までの税収ということ

でいきますと、これまでよりも12億円これが税収

がふえるということを見込んでおります。仮に我

々が要望していた税収の18％でこれを試算します

と、立地及び周辺の15市町村にとりまして、５年

間で約26億円、これが増額されるという見込みに

なりますが、これが全く見込まれないというよう

な影響があるというふうに認識しております。

〇議長（白井二郎） 16番。

（ ） 、〇16番 浅利竹二郎 この核燃料税の件について

他県の事例はどういうようになっているのでしょ

うか、お伺いいたします。

〇議長（白井二郎） 市長。

〇市長（宮下宗一郎） 福井県の例を申し上げます

と、税収の40％を立地市町村などに配分しており

ます。青森県は、上限30億円で18％、その18％す

らカットしました。この割合を青森県に当てはめ

、 、ますと 青森県の税収約200億円の40％ですから

約80億円の配分となります。現在交付される予定

の30億円、これ上限30億円ですから、30億円以下

にすることもできます。これと比較しますと、何

と50億円も乖離があるわけであります。我々は、

、 、80億円を これ要望しているわけではないのです

要望してもいいと思いますけれども、ただこの

30億円とのギャップを外して18％にしてほしいと

非常に現実的な要望をしていたにもかかわらず、

、 。これは全く そういうことになってしまいました

繰り返しになりますけれども、議会としても何

らかの形で意思表示をしていただくことを強く要

請させていただきます。

〇議長（白井二郎） 16番。

〇16番（浅利竹二郎） 青森県核燃料物質等取扱税

交付金は、原子力立地地域の理解、強いて言えば

犠牲の上に成り立っている交付金であると私は考

えております。そのことからして、他県の事例に

もあるように、双方納得がいく配分方法について

引き続き関係自治体と協力し、上限撤廃に導くよ

う努力をお願いしたいと思います。

我々むつ市議会としても、白井議長を先頭に下

北総合開発期成同盟会等を通じて、声を大にして

県に要請したいと考えます。

次は、むつ市行政改革の取り組みについて、２

点の再質問を行います。

１点目、行政改革イコール働き方改革とも言え

ます。今進めている働き方改革について、むつ市

役所の課題は何であると認識しているかお伺いい

たします。

〇議長（白井二郎） 市長。

〇市長（宮下宗一郎） 働き方改革のその課題とい

うことでありますけれども、市民の皆様から職員

が親しまれ、信頼される市役所を築くため、全て

の基本である挨拶、これを積極的に行い、明るく

はつらつとした市役所を目指しております。

また、笑顔と思いやりの心を絶やさず誠心誠意

対応し、市民の皆様との信頼関係の構築に努めて

いるところでございます。

〇議長（白井二郎） 16番。

〇16番（浅利竹二郎） 課題は多々あると思います

けれども、働き方を改革するということは、風通

しのよい明るい職場にするということに尽きると

思います。市長として心がけていることは何か、
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改めてお伺いいたします。

〇議長（白井二郎） 市長。

〇市長（宮下宗一郎） お答えいたします。

働き方改革をするということ、風通しのよい明

るい職場にするということ、そのとおりだと思い

ます。私自身は、仕事という意味では厳しく、妥

協もなく一つ一つ最善を追求していくということ

が市民の皆様から負託されていることだと自覚を

しております。市役所で働く唯一の、そういう意

、 、味では民意の総意といいますか 政治家ですから

そういうことが要求されていると思います。

ただ、その他の仕事以外の場面では自然体で、

いつもどおりに、人にも、出来事にも、物にもあ

る意味好奇心を持って活動しているということで

ご理解を賜りたいと存じます。

〇議長（白井二郎） 16番。

〇16番（浅利竹二郎） 行政改革、働き方改革と取

り沙汰されますけれども、これはとりもなおさず

国民や市民サービスの向上に結びつくものでなけ

ればなりません むつ市総合経営計画にうたう 笑。 「

顔かがやく希望のまち むつ」は、単なるお題目

ではありません。行政改革の精神にあふれた市職

員皆さんが一致結束して、その実現に向け邁進し

ていただくことを要望します。

質問の第２、むつ市の観光事業、魅力化対策に

、 （ ）ついての１点目 日本夜景遺産 日本夜景100選

の取り組みについての再質問を行います。釜臥山

展望台を利用する観光客等のうち、車椅子やつえ

をついた高齢者は、階段を利用して陸奥湾や市街

が眺望できる展望台の裏側に移動できないため、

駐車場でとめ置かれることが多いと聞きます。遠

来から訪れていただいた社会的弱者の人たち等、

誰でもが無理なく眺望できるように何らかの手段

を講じていただきたいと思いますが、いかがでし

ょうか。

〇議長（白井二郎） 市長。

〇市長（宮下宗一郎） お答えいたします。

展望台までのその階段ということですけれど

も、ほんの少しなのですが、ただなかなか車椅子

の方や高齢者の方は難しいということですので、

来年度の夜景サミットまでに、簡易な方法になる

とは思いますけれども、何らかの方法を検討して

まいりたいと考えております。

〇議長（白井二郎） 16番。

〇16番（浅利竹二郎） もう一点ですけれども、恐

山を目指しながら、釜臥山展望台方向に迷い込む

観光客が散見されるという話があります。分岐点

付近の標識を確認し、遠来の観光客に優しい表示

であるように、あわせて対策を要請したいと思い

ますが、いかがでしょうか。

〇議長（白井二郎） 市長。

〇市長（宮下宗一郎） お答えいたします。

こちらも簡易なものになるとは思いますけれど

も、わかりやすい標識等の設置を検討してまいり

たいと考えております。

〇議長（白井二郎） 16番。

（ ） 、〇16番 浅利竹二郎 来年度のサミットまでには

車椅子や社会的弱者等に優しいスロープを考える

と、そういうことですよね、市長。

（ はい、そのとおり」の声あり）「

〇16番（浅利竹二郎） ありがとうございます。ま

た、わかりやすい標識の設置も検討するというご

答弁もいただきまして、ありがとうございます。

来年は、むつ市で初めての日本夜景サミットが

あります。せっかくのイベントでございます。遠

来からのお客様や社会的弱者の皆様にも優しい心

のこもった配慮のもと、お出迎えできることを期

待しております。

２点目ですが、桜満開プロジェクトの成果と今

後の取り組みについての再質問をさせていただき

ます。市民協働で取り組んだむつ市桜満開プロジ

ェクト、この春私が確認した限りでは、大畑桜ロ
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ード、早掛沼公園、むつ運動公園、大湊小学校、

そして宇田水源池公園と、市内桜の名所は花盛り

でありました。弘前城の桜と連動した「桜半島下

北」というネーミングもあながち夢ではありませ

ん。

、 、さて 水源池公園に隣接した海上自衛隊の港内

敷地内にもたくさんの桜の木があり、これまで市

民の目を楽しませてきてくれましたが、このたび

の桜満開プロジェクトで国有財産所有地に所在す

る桜に対し、協力依頼等は行ったのかどうかお伺

いいたします。

〇議長（白井二郎） 市長。

〇市長（宮下宗一郎） お答えいたします。

議員ご指摘のとおり、ことしは市民の皆様のお

かげで大変すばらしい桜を咲かすことができまし

た。今回は、市の公園を中心にやらせていただき

ましたので、その他の国有地等については、特段

要請はしていないというところでございます。

〇議長（白井二郎） 16番。

〇16番（浅利竹二郎） 水源池公園は、自衛隊施設

と一体になっておりまして、観光客にとっては同

一視して楽しむところであります。今後桜満開プ

ロジェクトに協力をいただき、水源池公園を訪れ

る皆さんにともに桜を楽しんでいただけるよう願

うところであります。

３点目 「大湊海自カレー 「空自空上げ（か、 」、

らあげ）大湊Ｓｏｒａ空っ！（そらから 」事業）

についての再質問をさせていただきます。地元所

在の自衛隊とタイアップした地域おこしは、民間

企業の協力とも相まって 大湊海自カレー 大、「 」、「

湊Ｓｏｒａ空っ！」もご当地グルメとしてまずは

順調に推移してきました。さて、これらの提供加

、 、盟店の今後ですけれども 当初の味といいますか

元祖自衛隊の部隊の味ですけれども、維持する企

業努力も必要です。そのため、部隊との交流をど

のように図っていくのかお伺いいたします。

〇議長（白井二郎） 市長。

〇市長（宮下宗一郎） お答えいたします。

まず 「大湊海自カレー」につきましては、そ、

の提供する部隊の艦長や司令に人事異動があった

際には、その都度味を確認していただく再認定と

いう取り組みを行っておりますし、月に１度打ち

合わせ会議をその総監部のご担当の方にもご列席

をいただいたうえでやっていただいているという

ことでございます。

また 「Ｓｏｒａ空っ！」についても、42警戒、

群のご担当の方にもご同席をいただいて、各提供

店舗持ち回りでその会議、お互いの味を確認し合

うというようなことをさせていただいて交流を図

っているということのようでございます。

〇議長（白井二郎） 16番。

〇16番（浅利竹二郎） この事業を一過性に終わら

せないためにも、自衛隊側と提供店舗が問題意識

を共有し、切磋琢磨する姿勢が大事であります。

市当局としても、仲介の労をいとわず、今後とも

積極的に指導方お願いいたします。

４点目、ジオパークの取り組みについての再質

問です。今後ユネスコ世界ジオパーク認定を進め

るうえでクリアすべき課題は何であるか、何とお

考えでしょうか。

〇議長（白井二郎） 市長。

〇市長（宮下宗一郎） お答えいたします。

ユネスコ世界ジオパーク認定ということで、こ

れを進めるうえでは２つ大きなメルクマール、基

準があります。１つは、下北全体を含んだ地形地

質学的特徴をあらわす総合的な研究が行われて、

その研究成果について主要な国際学術誌などに掲

載されるということがまず１つ、もう一つが外国

人に案内できるビジターセンターの設置、この２

つが必須となると考えております。

〇議長（白井二郎） 16番。

〇16番（浅利竹二郎） ユネスコ世界ジオパーク認
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定には、紆余曲折があるようでございますけれど

も、現在市部局にジオパーク推進課を設け、また

民間団体、学校教育等でも活発な活動が展開され

ている等盛り上がりを見せております。今後とも

地域の核としての下北ジオパークの活動に期待し

ております。

５点目、イルカウォッチング事業について再質

問させていただきます。今後ともこのイルカウォ

ッチング事業を継続するために必要な課題は何と

お考えでしょうか。

〇議長（白井二郎） 市長。

〇市長（宮下宗一郎） お答えいたします。

やはり今年度は、恐らく1,000名以上の方々に

乗船していただくということになろうかと思いま

すが、さらに多くの市民の皆様、そして観光客の

皆様に乗船していただくということが大事だと思

いますし、そのためにはガイド員の質の向上、そ

れから船員を含めたホスピタリティーの強化、お

もてなし力と言ったほうがいいのでしょうか、の

強化が必要だと思いますし、脇野沢、川内全体で

楽しんでいただくような仕掛けも必要になってこ

ようかと考えております。

〇議長（白井二郎） 16番。

〇16番（浅利竹二郎） 脇野沢小学校、平成29年度

在校生一同の皆さんが、実際に陸奥湾のカマイル

カを観察し、学んだことをまとめた陸奥湾のカマ

イルカガイドブックは非常に要領よくポイントが

まとめられていて、理解しやすいガイドブックで

あります。このガイドブックは、どのように活用

されているのかお伺いいたします。

〇議長（白井二郎） 市長。

〇市長（宮下宗一郎） お答えいたします。

先日私も脇野沢小学校のドルフィンクラブ、全

校生徒13名ということでありましたが、まさに

26の瞳ですか、と一緒にこのイルカウォッチング

というか、この学習に参加してまいりました。生

き生きとしてすばらしいジオパーク学習だったと

いうふうに考えております。

この陸奥湾のカマイルカガイドブックにつきま

しては 「夢の平成号」船内の各座席に備えつけ、

ることで、イルカウォッチングだけではなくて、

仏ケ浦航路を利用するお客様、それから鯛島航路

を利用するお客様、いろんな方々の目に触れるよ

うにして活用しているところでございます。

〇議長（白井二郎） 16番。

〇16番（浅利竹二郎） 私も自衛隊現職のとき、自

衛艦の艦上から何回となくイルカや鯨と遭遇し、

大変感動した体験があります。このすばらしい感

動を子供たちや観光として訪れる皆さんにも体験

していただきたいと思います。事業の継続を切に

望むものであります。

質問の第３、下北の生態系被害が予想される特

定外来生物のほうから質問いたします。

まず１点目、市内で発見された特定外来生物ら

しい動物がどういう手段によって市内にあらわれ

たのか、予測は立っているのでしょうか。

〇議長（白井二郎） 市長。

〇市長（宮下宗一郎） まさにアライグマのみぞ知

るということだと思います。当市へ侵入した手段

に関しましては、予測ということはちょっとなか

なか難しくて承知しておりません。

〇議長（白井二郎） 16番。

〇16番（浅利竹二郎） 特定外来生物、これを国内

に持ち込んだ場合の罰則規定はあるのでしょう

か。どういうようなものがあるのでしょうか。

〇議長（白井二郎） 市長。

〇市長（宮下宗一郎） 個人では懲役３年以下、ま

たは300万円以下の罰金、それから法人において

は１億円以下の罰金、これが許可なく輸入した場

。 、合ということになります アライグマに関しては

本来法律が施行されました平成17年からペットと

して飼うことが禁止されていると伺っておりま
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す。

〇議長（白井二郎） 16番。

〇16番（浅利竹二郎） 罰則規定として、かなり厳

しいものであると考えます。その分持ち込みによ

る国内での影響が強く懸念されるものであると思

います。特定外来生物の国内持ち込み禁止等の周

知について、徹底方を要望したいと思います。

以上、３項目14点につき質問いたしました。宮

下市政２期目に入り、１期目に植えた成果が早く

も実ってきたものも多々あり、今後を楽しみにし

ております。

これで一般質問を終わります。

〇議長（白井二郎） これで、浅利竹二郎議員の質

問を終わります。

ここで、午前11時まで暫時休憩いたします。

午前１０時４６分 休憩

午前１１時００分 再開

〇議長（白井二郎） 休憩前に引き続き会議を開き

ます。

◎濵田栄子議員

〇議長（白井二郎） 次は、濵田栄子議員の登壇を

求めます。15番濵田栄子議員。

（15番 濵田栄子議員登壇）

〇15番（濵田栄子） 自民クラブ、濵田栄子でござ

います。

昨日開催されました第26回大畑海峡サーモン祭

りには、小雨にもかかわらず、地域内外から約１

万人ものお客様にご来場いただき、盛況に開催で

きましたことを、関係者、関係団体の皆様に地域

の一員として心から感謝を申し上げます。

令和の時代に入り、当市においても新たな時代

の予感を感じております。先ほどの浅利議員の質

問の冒頭にもお話がありましたが、来年４月、青

森明の星短期大学の下北キャンパスが当市に開設

されることに決定いたしました。心から歓迎申し

上げます。石田学長は、開設に当たり、前市長と

の交流や下北の皆さんの熱意が英断の大きな支え

になったとお話しされております。前市長、そし

てご尽力いただきました皆様には、心より感謝申

し上げます。

また、当市の姉妹都市でありますワシントン州

ポートエンジェルス市にもペニンシュラ・カレッ

ジという短期大学があります。願わくばお互いの

、 、大学のゼミの参加や 共通の学部ができましたら

交換留学生、スカイプ等による活発な交流をし、

グローバル社会に対応できる人材の育成にも努め

ていただきたいと願っているところでございま

す。

また、先週金曜日、母港であります関根浜港に

入港した全長128.5メートル、総トン数8,706トン

の海洋地球研究船「みらい」は、ことしは９月末

まで母港関根浜港に停泊すると聞いております。

ことしも市民の皆様に船内の公開や触れ合いの機

会を設けていただけることを期待しております。

これまで「みらい」やむつ研究所の調査研究の

成果は、さまざまな団体で毎年報告会やシンポジ

ウム等において発表されてきました。研究成果は

海洋研究開発機構だけでなく、母港を有するむつ

市の財産と言っても過言ではありません。海洋地

球研究船「みらい」の調査研究は、私たち地球人

の進むべき未来の方向性を示してくれるでしょ

う。

それでは、循環型社会推進について、前定例会

に引き続き２度目の一般質問をいたします。

１点目の木材利用促進について質問いたしま

す。令和元年、今月６月２日、愛知県森林公園を

会場に「木に託す もり・まち・人の あす・未

来」をテーマに、天皇皇后両陛下をお迎えし、第

70回全国植樹祭が開催されました。私も、公益社
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団法人国土緑化推進機構会長、大島理森氏と愛知

県知事、大村秀章氏の連名でご案内をいただき、

参加させていただきました。

現在の愛知のものづくりの技術が、城をつくる

ために集まった技術者たちの木のものづくりの技

術から発していることを学んできました。また、

森から切り出した木を積極的にまちで活用し、森

に還元し、森を育てようという思いも強く感じて

きました。

天皇陛下のお言葉にもありましたように、我が

国は国土面積の３分の２を森林が占める世界有数

。 、の森林国です 健全な森林は木材生産のみならず

清らかな水、豊かな実りをもたらす大地や海を育

み、地球温暖化防止や生物多様性保全にも大きな

役割を果たしてくれる国民共通の財産です。

我が国の木の文化を取り戻し、次世代のために

健全な森づくりをしていくためにも、伐期に来て

いる木材の利用促進は欠かせないものと思われま

す。家具や日用品等に分類し、木材製品の全国的

なコンクール等を開催し、木材利用の促進ができ

ないかお伺いいたします。

２点目の路上ごみ問題について質問いたしま

す。これまでも何度も申し上げてきましたが、各

町内会、各種団体、企業、小・中学校等のご協力

により、市内は常に清掃活動等が自発的に開催さ

れておりますが、拾った次の日からごみが落ちて

いるのが現状です。これまで以上に各種団体、企

業、市民の皆様全体にご協力をいただき、ポイ捨

て防止の意識の改正、路上ごみ回収を徹底し、ご

みゼロを目指し、自然環境の保全に努力するべき

と思いますが、考えをお伺いいたします。

どのような美しい景色も、ごみが散らばってい

るのでは感動を起こすことはできません。ごみ問

題について質問いたします。

３点目のエコタウン宣言についてお伺いいたし

。 、 （ ）、 （ ）ます エコタウン エコ 環境 タウン 都市

とは、読んで字のごとく、環境に優しいまちづく

りを宣言した都市と認識しております。1997年に

当時の通商産業省及び厚生省によりエコタウン事

業が創設され、26地域が補助事業の承認を受け、

取り組みを進めていますが、補助金制度は2005年

に廃止されております。その間、400億円近くが

投入されております。補助事業は廃止されており

ますが、例えばごみの分別について、きめ細やか

な分別をして再資源化を促進するなど、今当市が

できる地域内での活動を洗い出し、地域内でエコ

タウン宣言をして、一歩一歩前進し、ジオパーク

推進とともに、循環型社会を目指すべきと思いま

すが、考えをお伺いいたします。

以上３点、壇上からの質問といたします。

〇議長（白井二郎） 市長。

（宮下宗一郎市長登壇）

〇市長（宮下宗一郎） 濵田議員のご質問にお答え

いたします。

まず、循環型社会推進についてのご質問の１点

目についてお答えいたします。木材の利用に関す

るコンクール等につきましては、県内では青森産

木造住宅コンテスト実行委員会が主催する青森産

木造住宅コンテストが開催されており、昨年度は

むつ市内の建築設計事務所が最優秀賞を受賞した

と伺っております。全国的な木材製品コンクール

の開催につきましては、地域に適した森林資源の

利用促進の方法の一つと捉え、調査研究してまい

りたいと考えておりますので、ご理解を賜りたい

と存じます。

次に、ご質問の２点目についてお答えいたしま

す。市では、豊かな自然環境を保全し、次代へ受

け継いでいくために環境に優しいまちづくりを推

進しており、県警察等の関係機関と連携して、ご

みのポイ捨てや不法投棄防止の啓発と周知に努め

ております。

また、各町内会や地域の皆様を初め、市内の多
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くの企業や団体の皆様から自発的なボランティア

清掃活動を実施していただいております。

、 、今後につきましても ごみの適正な排出と清掃

美化活動の啓発を広く周知し、市民の皆様と協働

で海に囲まれた当市の自然環境の保全に努めてま

いりたいと考えております。

次に、ご質問の３点目についてお答えいたしま

す。ごみを可能な限り資源化するという観点から

は、より細分化した分別は有効であるとは思いま

すが、ごみ出しの負担が大きくなることから、ご

家庭での分別の複雑化や収集の煩雑化などの課題

を整理し、ごみの減量化と資源化が有効かつ円滑

に循環できる分別方法について研究してまいりた

いと考えております。

なお、環境の保護保全については、ジオパーク

活動の３つの柱の一つであり、これを推進するこ

とを初め、生ごみを堆肥化する地域循環型社会ジ

オサイクル推進事業などを通じて実現すべきこと

であると考えておりますので、ご理解を賜りたい

と存じます。

〇議長（白井二郎） 15番。

（ ） 。〇15番 濵田栄子 ご答弁ありがとうございます

再質問させていただきます。

まず１点目の、青森県では住宅コンクールにお

いて、当市の企業においても優勝しているという

お話もお聞きしております。調査研究をするので

あれば、スピード感を持って進めてほしいと思い

ます。

内容は違いますが、市民歌制定の際は、全国か

ら曲、歌詞、それぞれ200名以上の方からの応募

がありました。そして、各分野の音楽にご縁のあ

る方々が委員として指名を受け、当時の木村委員

長さんを中心に現在の市民歌制定に至っておりま

す。

事を進めるに当たっては、目標を明確にするこ

とと、専門分野のプロジェクトチームをつくり、

期日を設定して行うことが大切ではないかと思い

ます。たくさんの方々の作品に触れることは、木

工製品に対する地域の感性や技術を磨くことにも

つながります。

ご存じのように、当市には首都圏で毎年のよう

に個展を開催されている作家さんもいらっしゃい

ます。ぜひそういった方を中心に実現していただ

きたいと思いますが、市長のお考えをもう一度お

伺いいたします。

〇議長（白井二郎） 市長。

〇市長（宮下宗一郎） お答えいたします。

ご指摘の点も踏まえて、調査研究してまいりた

いと考えております。

〇議長（白井二郎） 15番。

〇15番（濵田栄子） ありがとうございます。ご指

摘の分も踏まえて研究してくださるということで

すので、期待しております。

次に、２点目の質問、団体の清掃活動について

、 、は 私もさまざまな団体に参加させていただいて

ごみ拾いをさせていただいております。仕組みは

大体理解しておりますが、よく道路を通っていま

すと、個人の方がお一人でごみの清掃を一生懸命

している方もいらっしゃいます。そういった個人

の方の日ごろの路上ごみの清掃活動に対する支援

というのはどういうふうになっているのか、お知

らせください。

〇議長（白井二郎） 市長。

〇市長（宮下宗一郎） お答えいたします。

個人の方がそうしてボランティア活動していた

だいているということで、大変ありがたく思って

おります。

〇議長（白井二郎） 15番。

〇15番（濵田栄子） それは、ありがたいのは私も

ありがたいと思っておりますけれども、まだやは

りごみがあちこちに散らばっているというのが目

につきますので、そういうのをしっかりとした支
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援体制をつくることによって、皆さんがいつでも

ごみ拾い活動、お散歩だけでなく、そういう活動

ができるのではないかなと。そうすることによっ

て、下北、むつ市全体にごみがなくなり、美しい

地域ができていくのではないかなという思いから

今こういうお話をしています。担当課のほうで、

何かそういう施策がありましたらお知らせくださ

い。

〇議長（白井二郎） 市長。

〇市長（宮下宗一郎） ご指摘を踏まえて、調査研

究をしてまいりたいと考えております。

〇議長（白井二郎） 15番。

〇15番（濵田栄子） ありがとうございます。調査

研究をしていただくということで、とてもうれし

く思っております。やっぱりどんなに美しい風景

やどんなに美しい自然がありましても、そこにご

みが散らかっていると、その地域の意識が余り感

じられないと思います。やはり自然を大切にする

という意識は、ごみ拾い、本当に単純な仕事のよ

うですけれども、大切なことではないかなと思い

ますので、そういういつでも清掃活動、もちろん

そういった人たちは何も支援が欲しいとか、評価

してほしいとかと思ってしているわけではないと

思うのです。でも、例えば皆さん高齢化して、国

民年金とか、自分でごみ袋を買って清掃活動する

となると、負担になる部分もあると思うので、そ

このところを少し、調査研究をしてくださるとい

うことですので、じっくり考えていただきたいな

と思っております。

何かきょうの答弁は、全て調査研究、調査研究

で前に進みませんので、どういうふうな形でか進

めるというお気持ちはないのでしょうか。先ほど

のように、一つのものを進めるときに、やっぱり

はっきりとした明確な目的を持って、そして期間

を決めて進めていく。このごみ問題に対しては、

それほど大きな問題と捉えていないのかどうか、

市長にお聞きします。

〇議長（白井二郎） 市長。

〇市長（宮下宗一郎） お答えいたします。

ごみ問題について、大きい問題と捉えていない

ということはなくて、いただいたご意見を踏まえ

て、これからしっかりと調査研究をしてまいると

いうことでございます。

〇議長（白井二郎） 15番。

（ ） 。 、〇15番 濵田栄子 ありがとうございます 私は

ごみ問題は大きな問題だと思っています。やはり

日々私たちが生活する中に、ごみがどんどん、ど

んどん出てきています。そのごみを追求すること

によって、やはり循環型社会の追求につながって

いくのではないかなと思っています。

例えばそういったごみに対する意識を高めるこ

とによって、余分なビニール袋を使わないとか、

そういった意識の高まりというのを市民が持って

いくのではないかなと思っています。

、 、 、そして 自然を大切にする そういった意識は

私は人を大切にする意識にもつながっていくと思

うのです。ですから、ごみというものを徹底して

追求していく。

例えば家庭の中のごみも、先般は私雑紙につい

て質問をして、その取り組みについてもお話をさ

せていただきました。その辺のところは現在はど

ういうふうになっているのか、どういうふうなア

ピールをしているのかを、もし進んでいましたら

お知らせください。

〇議長（白井二郎） 市長。

〇市長（宮下宗一郎） 今のご質問ですが、雑紙に

ついてということだと思いますけれども、ごみに

関する基本認識としては、これは当然ながらご指

摘のとおりだと思いますが、雑紙そのものについ

ては、特段これに特化した取り組みを行っている

ということではなくて、分別回収の中でしっかり

と分別をして、そしてその回収をさせてほしいと
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いうことは、常に全体のごみの中でＰＲさせてい

ただいているということでございます。

〇議長（白井二郎） 15番。

〇15番（濵田栄子） わかりました。家庭の中で、

私は拾うこと自体、そうすることがやはりそれぞ

れの意識の改革につながっていくと思うのです、

。 、自分のごみの出し方も そういったことを含めて

その個々の意識改革が進めば、実は雑紙をよける

と、かなりごみは減少します。ですから、そうい

う活動を通して市民の意識を変えていく。そうい

う思いから質問しています。

先般は、雑紙に絞って聞きましたけれども、こ

こほとんど毎日というくらい、海洋ごみのプラス

チックごみ等も問題になっています。そして、そ

れも全ては路上からの、先般クルーズ船の大きな

船が不法投棄しているというニュースもありまし

たけれども、ほとんどが路上から流出しているプ

ラスチックごみと、調査されているようです。で

すから、路上ごみそのものを、ではここだけでや

ったからどうなるのよという問題でもありませ

ん。ただ、この地域を、やっぱりそういった先進

的な地域に持っていくために、身近な我々ができ

る、そんなにお金をかけなくてもできる活動をし

ようではないかということで、私きょう一般質問

しています。わかってもらえたでしょうか。

〇議長（白井二郎） 市長。

〇市長（宮下宗一郎） わかりました。

〇議長（白井二郎） 15番。

〇15番（濵田栄子） わかっていただければうれし

く思います。ありがとうございます。

私も女性ですので、自分の力も弱いですし、自

分ができる小さな問題からやっぱり取り組んでい

きたいなと思います。政治も確かにさまざまな偉

い方たちが決めているとかなりますけれども、そ

れも全ては一人一人の生活を守るためにあるのが

。 、また政治ではないかなと思っております そして

生活そのものは家庭の中にあって、家庭の中の生

活です。その中にごみ問題もあります。そして、

ごみを解決することによって、いろんな何が大切

か、何が大切でないのかということも、それぞれ

意識の高まりも私はあると思います。ですから、

きょう一般質問しているわけでありまして 「わ、

かりました 「検討します」というお言葉はと」、

てもうれしいです、私としては。それを信じて、

私自身もできることを進めていきたいなと思って

おります。

これできょうは質問を終わります。どうもあり

がとうございました。

〇議長（白井二郎） これで、濵田栄子議員の質問

を終わります。

ここで、昼食のため午後１時まで休憩いたしま

す。

午前１１時２５分 休憩

午後 １時００分 再開

〇議長（白井二郎） 休憩前に引き続き会議を開き

ます。

◎斉藤孝昭議員

〇議長（白井二郎） 次は、斉藤孝昭議員の登壇を

求めます。18番斉藤孝昭議員。

（18番 斉藤孝昭議員登壇）

〇18番（斉藤孝昭） 一般質問をさせていただきま

す。今回の質問は、会計年度任用職員制度につい

てと地方再生コンパクトシティについての２項目

であります。

まず、会計年度任用職員制度についてでありま

す。2017年に地方公務員法と地方自治法が改正さ

れ、2020年、来年の４月１日から自治体の非正規

職員に会計年度任用職員制度が導入されることを

受けて、当局は制度の条例化を進めていると思い
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ます。そして、この制度導入の背景には、全国的

にふえ続ける非正規自治体職員の実情があるよう

であります。

当市も厳しい財政事情を踏まえ、退職者不補充

や、業務の効率化により職員数が減少している一

方で、臨時職員数は増加しています。つまり行政

コスト削減のため非正規化が進み、職員の本来業

務を非正規職員が担っている状況を国が進める働

き方改革及び同一労働同一賃金の原則に整合する

よう制度化するものと考えます。

では、当市においてのこの制度に関連する事項

の検討状況、会計年度任用職員制度の周知、現在

の非常勤特別職員への説明、会計年度任用職員の

募集と説明及び採用までの検討状況はどの段階、

どの事項まで確定しているのかお聞きしたいと思

います。

あわせて、総務省から通知された「会計年度任

用職員制度の導入等に向けた事務処理マニュアル

の改訂について」で示されている募集に当たって

の能力の実証、服務規定と懲戒、勤務条件等、人

、 、事評価や再任用 人事行政の運営等の状況の公表

制度の周知などが示されています。

この制度を検討するに当たって、現在の臨時非

常勤職員の現状や業務分析をしたのか、会計年度

任用職員へ移行する臨時非常勤職員の確定はいつ

するのか、また会計年度任用職員への移行とあわ

せて、民間委託などやＩＣＴ技術やＡＩ技術の活

用の検討、職員定数と配置人員の検討についてど

のような所見をお持ちなのでしょう。

以上のことを整理しますが、会計年度任用職員

制度の導入に対しては、昇給、条件つき採用、フ

ルタイム職員には給料、諸手当、期末手当、退職

。 、手当が支給されます パートタイム職員には報酬

費用弁償、期末手当が支給されることとなってい

ます。給料や報酬の水準による人件費への影響の

想定、給与システムなど改修作業への経費の有無

など、制度導入による人件費への影響をどのよう

に想定しているのか、また制度導入スケジュール

はどのように進んでいるのかお伺いしたいと思い

ます。

次は、地方再生コンパクトシティについてであ

ります。市では、都市計画による市街地拡大の抑

制のもと、2018年度から2020年度までの３カ年で

むつ中心都市拠点地区にて地方再生コンパクトシ

ティ事業を行うとしています。この事業について

は、国土交通省が内閣府地方創生推進事務局と連

、 、携し 全国から選ばれた32都市へ支援を行うこと

そしてその32都市に当市が選定されたことはご紹

介のとおりであります。

人口減少に合わせたコンパクトなまちをつく

る、そんな目的で都市再生特別措置法が改正され

て間もなく５年になります。そして、コンパクト

シティ事業への集中投資は来年度で１期目が終了

する中、まだ十分な効果が見えてこない状況につ

いて、当局はどのようにお考えでしょうか。

報道では、当市の施策とは対象的に、土地利用

の規制に及び腰な自治体が多いとか、交通面での

対策がおくれている点を指摘しています。コンパ

クトシティを実現するためには、さまざまな課題

を乗り越える必要があることを十分認識したうえ

で、事業の進捗状況と立地適正化計画の効果につ

いてご所見をお伺いしたいと思います。

〇議長（白井二郎） 市長。

（宮下宗一郎市長登壇）

〇市長（宮下宗一郎） 斉藤議員のご質問にお答え

いたします。

まず、会計年度任用職員制度につきましては、

担当部長からの答弁とさせていただきます。

次に、地方再生コンパクトシティについてのご

質問にお答えいたします。事業の進捗状況と立地

適正化計画の効果についてでありますが、国土交

通省における地方再生コンパクトシティモデル都
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市として、３地区における都市再生整備計画を柱

として進めております。その中でおおみなと臨海

公園における総合アリーナ整備事業につきまして

は、現在総合アリーナ本体建設事業などを進めて

おります。また、Ｐａｒｋ―ＰＦＩ事業では、お

おみなと臨海公園内において、民間施設として総

合アリーナとは別にフィットネスジムやカフェが

整備される予定であり、総合アリーナに付設され

る予定の公共施設として県内初の本格的なボルダ

リング施設、そして現在のしもきた克雪ドーム内

ウェルネスパークのスタジオと一体的なものとし

て市民の皆様の健康づくりに大いに貢献してくれ

るものと期待をしているところであります。

このように公共施設の整備と官民連携事業によ

り拠点性を高めていくことで、都市の魅力を向上

させていくこととしておりますので、ご理解を賜

りたいと存じます。

〇議長（白井二郎） 総務部長。

〇総務部長（村田 尚） 会計年度任用職員制度に

ついてのご質問にお答えいたします。

まず、現在の取り組み状況につきましては、対

象となる職員の把握、各職種ごとの勤務条件の確

認、条例等例規改正案の検討、人件費等の経費の

試算、臨時非常勤職員の現状や業務分析を行って

いるところでございます。

今後のスケジュールといたしましては、臨時非

常勤職員の現状や業務分析結果を踏まえまして、

制度移行となる職種を決定し、そのうえで勤務条

件、服務規律、職員評価等について検討、また職

員組合との協議を経た後、関係条例の改正案を次

のむつ市議会241回定例会に議案を上程し、ご審

議賜りたいと考えております。

その後、現在任用しております対象職員への説

明、市ホームページ等による本制度の広報を実施

したうえで、本年12月をめどに募集を開始し、年

明けには採用試験を実施、２月中には採用予定者

を決定したいと考えているところでございます。

次に、人件費及びシステム改修費等の経費はど

のくらいと想定しているのかについてであります

が、人件費といたしましては、年間１人当たり現

在の1.6倍程度に増加するものと見込んでいると

ころでございます。また、システムの改修経費と

いたしましては、約2,200万円と見込んでおりま

す。

以上でございます。

〇議長（白井二郎） 18番。

〇18番（斉藤孝昭） 会計年度任用職員制度につい

て再質問させていただきます。

まずは、今の人件費ちょっとふえるというふう

なことなのですけれども、総額で幾らを予定して

いるのかお知らせ願いたいと思います。

その前に、このことについては９月の定例会で

条例改正として提案されるという話でしたので、

議案の事前審査にならない程度に質問したいと思

っていますので、よろしくお願いします。

総額でどれぐらいかかるのか、お知らせ願いま

す。

〇議長（白井二郎） 総務部長。

〇総務部長（村田 尚） お答えいたします。

現在試算しておりますのは、市長部局で勤務さ

れている臨時職員及び非常勤職員の人件費という

ことでお答えさせていただきたいと思います。

、 、まず総額で 現在は予算ベースでございますが

約４億600万円というふうになっております。新

制度を適用した場合の人件費でございますが、現

在任用している臨時職員等の皆様をそのまま任用

したと仮定した場合でございますが、約６億

7,600万円ほどというようなことで試算している

ところでございます。先ほど申し上げましたとお

り、今後また人事配置等を精査してまいりたいと

考えておりますので、若干数字のほうは動くとい

うようなことでご了承いただきたいと思います。
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〇議長（白井二郎） 18番。

（ ） 、〇18番 斉藤孝昭 その増額する人件費について

国からの補助というのはあるのかないのか、現在

のところの情報をお知らせください。

〇議長（白井二郎） 総務部長。

〇総務部長（村田 尚） 国からの補助というよう

なことでございますが、現在はないというふうに

認識しております。

〇議長（白井二郎） 18番。

〇18番（斉藤孝昭） そうなのです。厳しい財政状

況の中で、退職者不補充をしながら人件費の削減

を一生懸命してきても、働き方改革については何

だかんだ言うつもりはありませんが、行政経費を

一生懸命減らしても減らしても、どんどん、どん

どんそれにかかるお金が制度の改正によってふえ

ていくと。これをどうやって、では今後進めてい

くのかというふうなことを少し考えると、やはり

ますます人件費の抑制をしていく方法を考えない

とだめだと。

では、何をするのだとなると、壇上でも言いま

したが、もう機械を入れるしかないというふうな

ことになってしまう。そんなことは急にできるこ

とではなくて、でも考えないとだめだと。例えば

新年度から４億円から６億円の人件費の増加が見

込まれる中で、ではその資源を、財源をどこに求

めるかといったら、また違うものを減らさないと

だめになっていくと。ということは、やりたいこ

ともやれないというふうなどんどん深みにはまっ

ていく状況をやっぱり考えていかないとだめで

す。

市長は、今のこの制度導入について、当然お金

の問題ですから、いろんなことを考えていると思

、 。いますが どういうふうにお考えなのでしょうか

〇議長（白井二郎） 市長。

〇市長（宮下宗一郎） お答えいたします。

まず、同一賃金同一労働の原則ということから

来た措置だというふうに認識をしておりますが、

このこと自体は、当然ながら私自身も働く職員と

ともにありますので、そういう意味では歓迎すべ

きことだというふうには考えております。

ただ、一方で、この自主財源でそのままという

わけにはいかないと思いますが、今の試算でいく

と２億円ということを捻出するということであれ

ば、これはある意味さまざまな事業をやめるとい

うことをせざるを得ないというふうな判断になろ

うかと思います。そうしないためには、まさに斉

藤議員がご指摘しているとおり、機械というより

もＡＩですとか、あるいはＲＰＡですとか、さま

ざまな今の最先端の仕組みを導入していく必要が

あろうかと思います。ただ、これもただちに来年

度からということにはなかなか難しいと思います

が、順次そのような形で我々の仕事のあり方、そ

れから生産性の向上、これを図っていくというこ

とだと認識しております。

〇議長（白井二郎） 18番。

（ ） 、〇18番 斉藤孝昭 大変なことだとは思いますが

やはり業務の効率化が必要になってくると。今ま

でも相当数の効率化を進めているとは思います

が、もうここまで来ると追いつかないというふう

なことにならないように、やはりいろんなことを

みんなで考えようというふうな職員一体となった

取り組みが必要だというふうに思います。

そこで、職員の皆さん一人もそうなのですけれ

ども、市民の皆さんにもやはり受益者負担という

ところの考え方も徐々に浸透していってもらわな

いとだめなこともありますし、将来行政が持ちこ

たえるために、働いている人たちが、その働きが

いを持てるようにというふうな車の両輪的な考え

方を進めていくとなると、やはり財源が欲しい。

午前中の質問でも出ましたが、自主財源が乏しい

自治体には、県とか国からのそれなりの補助事業

がないとなかなかうまく行政運営できませんの
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で、自分たちでは努力の限界もありますから、そ

このところのやりとりをぜひ行政側には頑張って

ほしいなというふうに思っていますが、市長、ど

うでしょう。

〇議長（白井二郎） 市長。

〇市長（宮下宗一郎） 受益者負担ということで、

市民の皆様にご負担をおかけすることというの

、 、は 私はこれはもう最終手段だと思っていまして

そういう意味ではできるだけ市民の方々に負担を

かけずに、さまざまな取り組みを通じて業務改善

をしながら財源の捻出をしていきたいというふう

に思っています。

そうした中で、実は４月に業務改善ヒアリング

ということで、私自身が関係各課と、今のその各

課のさまざまな悩み事を聞いて、その場で解決を

。 、するという取り組みもしております この中でも

さまざまと実は無駄というよりは、一つの課では

解決できなくて、みんなで知恵を出せば解決でき

るような話もありましたし、そうした取り組みを

通じて業務改善をしていきたいと思います。

ただ、今回もたくさんの議員の皆様からたくさ

んのご質問をいただいております。むつ市あるい

は市、基礎的な自治体というのは、これほどまで

に私は期待を受けるものなのかというふうなこと

も常に思っております。ひきこもりの事件があれ

ば、ひきこもり対策をしろ、そして幼稚園児の交

通事故があれば、その対策もしろと、それからエ

コタウンを宣言しろ。さまざまいろんなことを我

々は言われます。ただ、これも一つ一つ、やはり

我々がその責任から逃げずにやっていくことも必

要だと思いますし、そうした中では知恵を出し合

って、それは我々だけではなくて、市議会議員の

皆様とも力を合わせて取り組んでいくべき課題だ

と、このように認識しております。

〇議長（白井二郎） 18番。

〇18番（斉藤孝昭） ありがとうございました。

少し制度についてお話をしたいと思います。会

計年度任用職員、一般地方公務員の適用を受ける

というふうになることによって、地方公務員法に

規定されている公務上の義務、規律、人事評価が

適用されることになります。さらに、上司の命令

に従う義務、信用失墜行為の禁止、守秘義務、職

務専念義務や政治的行為の制限、さらには兼業規

定、兼業の禁止が適用されることになります。こ

のことについて、やはり採用と同時に職員研修が

必要と思います。今の臨時員とかパートで採用さ

れている人たちには、そういう公務員に該当する

ような研修はきっとないだろうなと思っていまし

て、当然新採用職員と同じような研修が必要とな

ると思いますが、そのところの対応はどのように

考えているでしょう。

〇議長（白井二郎） 市長。

〇市長（宮下宗一郎） お答えいたします。

当然ながら採用試験も行いますし、必要に応じ

て研修ということは考えていかなければならない

と認識しております。

〇議長（白井二郎） 18番。

〇18番（斉藤孝昭） この制度が導入されることに

よって、例えば、ちょっと極端な言い方になるか

もしれませんが、気軽に市役所の事務的なお手伝

いをしたいというふうに思って臨時職員またはパ

ートタイム職員として申し込みをして来た方々

が、こういう制度を導入したことによって申し込

、 、みしづらくなった 私ではだめなのだろうかとか

申し込みをしても採用されないのではないかとい

うふうなことになりまして、その希望する方々が

激減するのではないかというふうなことをちょっ

と心配しています。つまり必要な人員に必要な方

が申し込んでもらえないというふうな状況になっ

た場合、それはどういうふうな対応。それは、な

ってからでいいのですけれども、なる前にこんな

話をするのはどうかとは思いますが、念のため、
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どんなふうな考え方を持っているのかお答えをお

願いしたいと思います。

〇議長（白井二郎） 総務部長。

〇総務部長（村田 尚） お答えいたします。

今後制度が変わりましても、業務自体の内容は

ほぼ変わらないというふうに考えているところで

ございます。そこら辺のところも事前に十分ＰＲ

しながら、制度の説明等をしてまいりたいという

ふうに考えておりますので、よろしくお願いした

いと思います。

〇議長（白井二郎） 18番。

〇18番（斉藤孝昭） ありがとうございました。

それでは、コンパクトシティについてお聞きし

たいと思います。壇上での答弁は、市長は大湊地

区、総合アリーナの件についてのみの答えであり

ましたが、これもまたコンパクトなまちをつくる

というふうな意味では、お金の話ばかりして申し

わけないと思いますが、厳しい財政状況の中でど

うやってコンパクトなまちをつくっていくかとい

うふうなことの苦労があると思います。

まず最初に、この厳しい財政状況の中でインフ

ラ整備をどういうふうにしていくのかというふう

なことについて、市長の所見をお聞きしたいと思

います。

〇議長（白井二郎） 市長。

〇市長（宮下宗一郎） お答えいたします。

私自身は、インフラ整備というものは、後世に

対する私たちの責任を果たすうえで必要なものだ

というふうに考えております。決してそれは後世

に負債を残すということではないと思いますの

で、総合アリーナ事業を初め必要な施設について

は、この後もしっかりと整備をしていかなければ

いけない。

この基本認識のもと、財政という意味では自己

負担、我々の財政的な負担に当たる部分をいかに

縮小するかということで、県や、あるいは国から

しっかりとした形で最大限交付金、補助金をもら

、 、いながら そして自己負担の部分は合併特例債等

後年度に交付税措置のあるそうした有利な起債を

使って、負担を平準化しながら建設をするという

ような方針でおります。

〇議長（白井二郎） 18番。

〇18番（斉藤孝昭） 市長は、まちづくりの考え方

について、公共施設を中心にそこから広げていく

のだと、そこに集中していくのだというふうな話

をよくしております。公共施設にコンセプトを当

てるということになれば、先ほどお話をしていま

したおおみなと臨海公園にある総合アリーナを中

心にということが一つの点だと思います。

もう一つは、金谷地区についてこんな話をして

います。金谷公園に子育て支援施設を整備して、

同じような時期にむつ総合病院の建て替えを実施

したいのだと。その公共施設を中心に子供から高

齢者までの全世帯の交流拠点化をするのだという

ふうな話をしています。このことについては、ま

だ先のことなので、計画もまだ発表されていませ

んが、金谷公園の子育て支援施設というふうなこ

とについて、今ここでお話ができることがありま

したら、お知らせを願いたいと思います。

〇議長（白井二郎） 市長。

〇市長（宮下宗一郎） 金谷地区につきましても、

コンパクトシティ構想の一つの大きな軸でありま

す。そうした中で、そもそも公園というもの自体

の機能として世代間交流の機能がございますし、

子育て施設をこれからつくるというよりは、今ム

チュ☆らんど、キッズパークがございます。この

施設を中心に子育て関連施設、そして今年度予算

化していただきましたけれども、むつ総合病院の

基本構想の中でこうした公園、それから病院、そ

れからキッズパーク、この連携ということで多世

代の交流ゾーンとしての金谷地区ということでイ

メージをしているところでございます。
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〇議長（白井二郎） 18番。

〇18番（斉藤孝昭） 次は、田名部地区です。代官

山公園を整備したいというのは、今年度の予算に

ついていたかどうかちょっと忘れましたが、つい

ていたような気がしますが、確かに代官山公園を

中心に小川町と田名部町をつなぎたいという考え

はいいと思います。ただ、できればこれも長年の

懸案事項でありまして、早目にその形を見せてほ

しいと。簡単に言いますと、イベントを開催でき

るような道路のつなぎ方になっていませんので、

その後、第１構想の次にもう一回見直しをかけて

ほしいなと。具体的にどうかというのは、後でも

構いませんので、私はそういうふうに思っており

ます。

そして、現在個人の会社の名前を言っていいの

かどうかわかりませんが、某バスターミナルです

が、そこの跡地に賃貸住宅を建てるのだというふ

うな構想もあるようですが、某会社のバスターミ

ナルとＪＲとの連携、その連携をしたとき、その

後そのバス路線がどういうふうになるのかとか、

その地域をどういうふうに創造していくのかとい

、 、うところを 今のところ全然公表されていなくて

実際どういうふうになるのだろうかというふうな

ある意味うわさ的な話が先行していると。そんな

ことがないように、やっぱり行政からもそれなり

の発信をすべきだというふうに思いますが、どう

でしょうか。

〇議長（白井二郎） 市長。

〇市長（宮下宗一郎） お答えいたします。

まず、コンパクトシティの要点ということでい

きますと、これは官民連携ということでやってお

ります。したがって、公共施設、インフラをつく

ることによって、それが呼び水となって民間の開

発が進んでいくというようなイメージで、全ての

地区を今再構築といいますか、都市再生整備計画

をつくって推進しているということです。例えば

これがおおみなと臨海公園のところであれば、我

々が総合アリーナをつくって、民間の方が先ほど

申し上げましたようなフィットネスジムをつく

る、あるいはカフェをつくるということで考える

というようなことだと思います。

ご質問は２点あったと思いますが、まず代官山

公園、田名部地区についてのその形ということで

すが、これはまさに今年度ＵＲ都市機構と連携し

て、この形をつくる作業をしているところでござ

います。

ご質問の２点目、バスターミナルについてです

が、その先にどういった公共交通のあり方がある

のかということですが、これは別途下北地域公共

交通網形成計画というところの中で現在議論をし

ているところですが、少なくとも新しいそうした

田名部地区のまちができる段階で、これは新しい

路線ということになろうかというふうに思いま

す。ただ、その点もこれからの議論ということに

なりますので、その点はご了解いただきたいと存

じます。

〇議長（白井二郎） 18番。

〇18番（斉藤孝昭） かつて住宅地が郊外にたくさ

ん建った時期がありました。なぜかというと、土

地の値段が安いからであります。やっぱり中心市

街地に行けば行くほど土地の値段が高くて、若い

世代は新しい家を建てられない。当然土地もそん

なにあいていなかったので、そういう状況になっ

たというふうに思います。

そして、ここに来てコンパクトシティというこ

とになって、郊外にできるだけ行かないように、

できるだけ中心市街地に近いほうに居住してもら

いたいというふうなことになっていますが、いま

だに市街地の土地の値段はそんなに安いわけでは

、 。なくて 若い世代はやっぱり家を建てられないと

どうしても郊外のほうに向かってしまうというふ

うな状況になっていると思います。その影響が前
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の定例会でも同僚議員が言っていましたが、まち

の中のスポンジ化というふうにつながっているの

だろうなというふうに思います。

その対策についてどういうふうに思っているの

。 、か 対策の事業もたしかやっていたと思いますが

どのようにお考えでしょうか、お願いします。

〇議長（白井二郎） 市長。

〇市長（宮下宗一郎） お答えいたします。

我々のコンパクトシティ構想が全国のモデル地

区に選ばれたということで、高い評価を得ている

ということなのですが、それはまさに郊外の抑制

という部分について、全国で初めて居住調整区域

というものを定めて、ちょうどアゲハの外縁のと

ころから外側に建物を建てづらくするという規制

を立てたということに由来をしています。したが

って、私どもとしては、これはまさにアゲハの中

が輝くような都市ができればコンパクトシティは

成功しているということになろうと思います。

まず、その外側の規制としてはそういう話があ

って、内側の対策という意味では、むつ市の空き

家、これ正確に16.3％がもう既に空き家だという

ふうに言われています。ですから、郊外に今開発

の圧力があるというよりは、内側の空き家対策を

しっかりすることによって、この都市再生が図ら

れるということで、我々としては空き家対策を中

心に取り組んでいるということでございます。

〇議長（白井二郎） 18番。

〇18番（斉藤孝昭） 最近市内の空き家が解体され

たり、ここに人、たしか住んでいなかったなと思

っていた家が改装されたりというふうなのがちょ

。 、くちょく目立つようになっているのです それは

行政の取り組みがそういうふうに誘導して結果が

出ているのか、それとも個人の方々が今のままで

はだめだなというふうな考え方から自主的にそう

いうふうになっているのか、そこのところの分析

がもしできているのであれば紹介願いたいと思い

ます。

〇議長（白井二郎） 市長。

〇市長（宮下宗一郎） お答えいたします。

、 、空き家対策については 我々もそうなのですが

一般社団法人空家空地バンクむつというところと

我々連携して事業を進めておりまして、そうした

中において、特に特定空家と言われる危険で衛生

上好ましくない空き家について対策を講じていた

だいているところでございます。

〇議長（白井二郎） 18番。

〇18番（斉藤孝昭） このコンパクトシティについ

ては、やはり将来のむつ市にかかわる大事業だと

いうふうに思っていまして、計画では40年先とい

うふうなことの長いスパンで公共施設を統合した

りとか、道路を整備したりとか、インフラ整備し

たりとか、まちを中心部に誘導するとかというふ

うな長い構想の中で将来のむつ市のあり方という

ふうなことを想像しているものというふうに思い

ます。やはり今住んでいる人たちも、どういうふ

うになるのだろうと何かわくわくするような感情

が今からでも思うような形になってほしいなとい

うふうに思っていまして、その日が近いうちにな

ると思いますが、余りにも将来構想のスパンが長

過ぎるものですから、なかなかそれに気がつく場

面が少ないと思っています。少しずつでもいいで

すので、こんなふうになってきたなとか、こうい

うふうになるのだろうなというふうな想像力が湧

くような事業または施策になってほしいというふ

うに思っていますので、ぜひこれからもよろしく

お願いしたいと思います。終わります。

〇議長（白井二郎） これで、斉藤孝昭議員の質問

を終わります。

ここで、１時50分まで暫時休憩いたします。

午後 １時３５分 休憩

午後 １時５０分 再開
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〇議長（白井二郎） 休憩前に引き続き会議を開き

ます。

◎石田勝弘議員

〇議長（白井二郎） 次は、石田勝弘議員の登壇を

求めます。８番石田勝弘議員。

（８番 石田勝弘議員登壇）

〇８番（石田勝弘） 本日の質問者のトリを務めま

す市誠クラブの石田勝弘です むつ市議会第240回。

定例会に当たり一般質問を行います。

むつ市が誕生して、ことしで60年、人で言えば

還暦を迎えています。昭和34年の市制施行以来、

歴代の市長や理事者、多くの職員のご努力により

現在のむつ市がつくり出されてきたことに大きな

敬意を申し上げます。これからも、教育や福祉を

充実させ、医療環境を整備し、幼児から高齢者ま

、 、で安心して暮らせるまちづくりをし 災害に強く

安全で活力あるむつ市づくりを目指してほしいも

のとご期待申し上げ、一般質問に入ります。

質問は、私道の整備について、市民コミュニテ

ィ政策について及び各種選挙の低投票率対策の３

項目であります。

むつ市内には、むつ市が管理する市道のほかに

公共性のある私道も多くありますが、全て完全な

舗装がなされているものばかりではありません。

雪国のむつ市では、春になり、雪が消えるととも

に道路の破損が広範囲に目立ち、市民生活にダメ

ージを与えています。各町内会では、それぞれの

私道の整備に追われて大変な状況です。

この３月定例会で公共性のある私道や市道等に

ついて、町内会が行う舗装や側溝等の工事費に対

して一部を助成し、市民の生活環境の改善に寄与

することを目的として 「むつ市私道等整備補助、

金事業」が成立いたしました。その内容は、１、

延長20メートル以上かつ幅員４メートル以上の私

道の整備であり、２、５戸以上の住民が利用して

いること、３、私道に接続する道路及び排水施設

が整備されていることなどの条件で、道路整備の

工事費のうち９割が市から町内会に交付するもの

であります。

毎年春に町内会総出で補修整備を行っている町

内会では、整備工事に協力するのにも、町内会員

が高齢となり思うように動けないとこぼしており

ました。そんな中での90％が市の負担による補助

事業については、多くの市民が大歓迎していると

ころであります。

市では、各町内会に対して、この事業内容の説

明会を５月30日に行い、６月３日から８月２日ま

で受け付けをし、９月に工事の順番を決めるとの

ことです。今年度の予算は、総額500万円しかな

いと伺っております。

そこで、次の４点についてお伺いいたします。

１、５月30日の説明会での反応について。

２、今年度の申し込み件数の予想について。

３、申し込み件数が多い場合は、補正予算を組

むべきと思うのでありますが、どうでございまし

ょうか。

４、申し込み件数が多い場合の来年度からの対

応について。

次は、住民対策についてお尋ねいたします。む

つ市は、旧むつ市、旧大畑町、旧川内町、旧脇野

沢村の４市町村が合併した当初の平成17年10月１

日の国勢調査時の人口は合計で６万4,052人でし

た。そのうちで65歳以上の高齢者は22.3％の１万

4,271人でした。その10年後の平成27年では、総

人口が8.6％減少し、５万8,493人になりました。

65歳以上の高齢者は、そのうち約30％の１万

7,326人で、10年間で実に高齢者が3,000人も増加

しております。特に川内、大畑、脇野沢各地区で

は、住人の約40％が65歳以上であり、まさに高齢

化、少子化が急速に進んでいます。
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市では、住民対策として、道路網の整備や日常

のコミュニティ活動の整備及び交通弱者対策など

に今以上一層の取り組みをしなければならないと

思います。今回は、その中でもコミュニティの整

備についてお伺いいたします。

私は、平成29年12月のむつ市議会第234回定例

会で、脇野沢地区の住民コミュニティの中心施設

の老朽化について、補修工事を急ぐべきと質問い

たしました。人口減少と高齢化が進む郡部の集落

にとってコミュニティセンター等の施設は、地域

の催しや、通夜や葬儀にも利用されるばかりでな

く、災害の際の避難所としても貴重な役目を担っ

ております。前回の質問の後、市では早速施設の

雨漏り対策などの応急措置をしていただきまし

た。この場をおかりして感謝申し上げます。

このような集会施設の補修などの老朽対策につ

いては、市では平成28年３月に策定した「むつ市

公共施設等総合管理計画」に基づき、施設の利用

環境の計画的な整備や管理を行うとともに、長寿

命化対策、利活用の促進や統廃合などを総合的か

つ統括的に公共施設マネジメントを行うこととし

ております。

以上のことを踏まえて、次の３点についてお尋

ねいたします。

１、市内各地区のコミュニティ施設等の数はど

れほどありますか。

２、修繕等の要望がある施設数について。

３、施設の計画的な整備や、その管理の具体的

な内容についてお尋ねいたします。

質問の最後は、各種選挙の低投票率対策につい

てであります。ことしは、いわゆる選挙の年に当

たります。４月の青森県議会議員一般選挙を皮切

りに６月に青森県知事選挙が行われ、これから参

議院議員通常選挙があり、秋にはむつ市議会議員

一般選挙が行われます。ことしの青森県議会議員

一般選挙も青森県知事選挙も、投票率がまた前回

より下がりました。

このような選挙での投票率の低下は、全国的な

傾向であり、以前は都市部より地方の投票率が高

いのが常識でありましたが、最近は地方のほうの

落ち込みが激しい傾向が続いております。その理

由は、いろいろあると思いますが、投票に行きた

くても行けないケースがふえているのも一因であ

ると言われています。高齢となり歩行が困難にな

ってきている、病気で入院している、ひとり暮ら

しや老老介護の人がふえているなどであります。

参政権の中心は、選挙権であります。国あるい

は地方自治体は、当然に投票の意思を有する有権

者全てに投票権行使を可能にする制度をつくらな

ければならない義務があると思います。これまで

どおり一方的に、選挙だから投票に来てください

と言うばかりでなく、投票箱を持って出向く出前

投票や、移動投票所のように行政が有権者に近づ

くべきと思います。

低投票率の中で、唯一救いなのが期日前投票所

の存在です。むつ市全体で見ると、平成23年の期

日前投票数が約8,000票で投票率が15％だったの

が、４年後の平成27年では約１万700票と2,700票

ふえ、投票率も21％と６％も伸ばしました。むつ

地区だけで見ますと、平成23年が約6,100票の投

票率が11.5％だったのが、４年後の平成27年では

約8,700票で投票率が17％でした。投票数で

2,600票ふえ、投票率が４年前より5.6％アップし

たのは、マエダ本店内に期日前投票所を設置した

のが大きく貢献したのではないかと思うところで

す。市民からは、買い物ついでに投票ができて便

利だという評判のようでございます。

以上のことから、次の２点についてお伺いいた

します。

１、毎日1,000人くらいが通院しているむつ総

合病院内や大湊地区の中央公民館、田名部地区の

来さまい館にも新しく期日前投票所を設置したら
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どうか。

２、投票弱者のための対策について、具体的な

考え方をお尋ねいたします。

以上、３項目９点にわたって質問いたしました

が、市長並びに選挙管理委員会委員長におかれま

しては、明快かつ前向きなご答弁を期待し、壇上

からの質問といたします。

〇議長（白井二郎） 市長。

（宮下宗一郎市長登壇）

〇市長（宮下宗一郎） 石田議員のご質問にお答え

いたします。

まず、私道整備についてのご質問の１点目、５

月30日の町内会への説明会での反応についてであ

りますが、まず私道等整備補助金制度は、これま

で市民の皆様からの問い合わせやご要望の中で、

私道の砂利道を整備してほしい、私道のアスファ

ルト舗装の状態が悪いので改修してほしいなどの

ご要望が多数ありました。このような中、市とい

たしましても、生活基盤として必要不可欠である

私道の環境整備は重要と考えており、従来の補助

金制度である「むつ市私道整備補助金制度」を私

道の整備の進捗が図られるよう本年度から「むつ

市私道等整備補助金制度」に、より活用しやすい

補助金制度に改正しております。

町内会長と市長との懇談会の中での町内会長の

皆様の反応といたしましては、補助金の上限や採

択に係る質問が複数あり、予想どおりかなりの関

心を示していただいたものと感じております。

次に、ご質問の２点目、今年度の申し込み件数

の予想についてでありますが、６月３日から８月

２日までの募集期間を設けており、６月10日現在

では延べ13件の問い合わせがありますので、まだ

これは問い合わせの時点です。多数の応募が予想

され、期待をしているところであります。

次に、ご質問の３点目、申し込み件数が多いと

きは補正を組むべきについてでありますが、制度

改正の初年度であり、モデル事業として数件を採

択する予定としております。

また、今年度中の補正による事業実施は、工期

や品質確保の観点からも難しい状況にありますの

で、ご理解を賜りたいと存じます。

次に、ご質問の４点目、申し込み件数が多い場

合の来年度からの対応についてでありますが、多

数の要望が寄せられておりますので、市といたし

ましても、この補助金制度を活用していただき、

今年度の申し込み状況を見ながらとなりますが、

多くのご要望にお応えできるよう、来年度に向け

て検討してまいりますので、その際はご協力をよ

ろしくお願い申し上げます。

次に、住民対策についてのご質問につきまして

は、担当部長からの答弁とさせていただきます。

〇議長（白井二郎） 選挙管理委員会委員長。

（畑中政勝選挙管理委員会委員長

登壇）

〇選挙管理委員会委員長（畑中政勝） 石田議員の

ご質問にお答えいたします。

、 、まず 低投票率対策についてのご質問の１点目

期日前投票所の増設についてお答えいたします。

現在期日前投票所は、各庁舎４カ所と、マエダ本

店に１カ所の計５カ所に設置しております。期日

前投票所をもっとふやすべきとのことであります

が、増設に当たっては、場所、人員、費用などを

、 、 。勘案し 総合的に判断 検討する必要があります

むつ総合病院への設置については、外来患者数

も多く、介護などの移動支援を受けている方も多

数おられますことから、設置による効果も十分期

待できるものと考えておりますが、現状において

は期日前投票所を設置する適正な場所を確保する

のが難しい状況となっております。

また、むつ来さまい館、むつ市中央公民館につ

きましては、立地的な利用者数の見込みや費用対

効果などを踏まえたうえで、全体的な枠組みの中
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で検討してまいりたいと考えておりますので、ご

理解賜りたいと存じます。

次に、ご質問の２点目、投票弱者のための対策

についてでありますが、議員提案の移動投票所制

度につきましては、人口減少に伴い、各自治体に

おいて投票所の統廃合が行われるようになり、代

替措置として平成28年４月に公職選挙法の一部改

正により、移動期日前投票所の設置が可能となっ

たもので、まさに全国の一部の自治体において導

入されております このことについては 平成30年。 、

９月のむつ市議会第237回定例会において、岡崎

議員の一般質問に対する答弁の中で、当市におい

ても投票区の見直しが必要であり、対象となる有

権者の負担軽減策のため、移動期日前投票所の設

置もあわせて検討していくと述べているところで

あり、今後の検討課題として取り組んでまいりた

いと考えておりますので、ご理解賜りたいと存じ

ます。

〇議長（白井二郎） 企画政策部長。

〇企画政策部長（吉田和久） 石田議員のご質問に

お答えいたします。

まず、市内各地区の集会施設の数についてであ

りますが、市が所有するコミュニティセンター、

地区公民館につきましては、むつ地区３カ所、川

内地区14カ所、大畑地区９カ所、脇野沢地区７カ

所となっております。また、町内会が所有する集

会所等につきましては、むつ地区69カ所、川内地

区６カ所、大畑地区９カ所、脇野沢地区３カ所と

なっております。

次に、修繕等のご要望がある施設の数について

でありますが、市が所有する施設に対するものは

９件、町内会が所有する集会所等に対するものは

５件であります。

次に、集会施設の計画的な整備や管理につきま

しては、むつ市総合経営計画に「コミュニティ自

治の実現」として掲げ、コミュニティ拠点の保全

を図ることとしておりますが、コミュニティセン

ター等の公共施設につきましては、公共施設マネ

ジメント推進の観点から 「むつ市公共施設等総、

合管理計画」に基づき、計画的な整備や管理を行

うこととなっておりますことから、破損等の危険

度、緊急度や各施設の利用状況などを踏まえ、施

設の維持管理に努めてまいりますので、ご理解を

賜りたいと存じます。

〇議長（白井二郎） ８番。

〇８番（石田勝弘） 再質問いたします。

一番初めに、私道の整備についてでございます

が、これは平成４年から制度が始まりまして、平

成30年まで27年間で12件利用があったという記録

が残っております。このときは、補助率が50％、

つまり市から町内会に補助するのが５割しかなか

ったという、つまり町内会で負担する額が大変大

きいので利用しにくかったのかなと思うのです

が、その辺はどうお考えでしょうか。

〇議長（白井二郎） 市長。

〇市長（宮下宗一郎） お答えいたします。

そういった費用負担の面も当然あろうかと思い

ますし、また土地のさまざまな所有者の形態が複

雑だということもあろうかと思います。いずれに

いたしましても、今回このような形で多くの問い

合わせが来ていますので、しっかりとした対応を

していきたいと思います。

〇議長（白井二郎） ８番。

〇８番（石田勝弘） そういう意味では、３月定例

会で議決されました補助制度でございます。９割

、 、 、負担 ９割以内です 最高９割ということですが

大変町内会では喜んでいるところが多いと聞いて

おります。

ですが、先ほどどういう意見が多かったといい

ますか、問い合わせが結構、６月10日現在で13件

も来たと。恐らく今ごろはもっともっとあると思

いますけれども、500万円ではとてもとても足り
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ないなと。今年度はモデル事業として一、二件選

定するというお話ですが、これは申し込みが多い

ときはふやさないわけですか。

〇議長（白井二郎） 市長。

〇市長（宮下宗一郎） 少なくとも今年度について

は500万円という予算を皆様からご承認いただき

ましたので、この予算の範囲内で取り組んでいこ

うと思います。

先ほどちょっと答弁の中で申し上げましたけれ

ども、今から仮に補正という形で皆様からお認め

いただいたとしても、その工期がなかなかとれな

いということと、品質の確保が図れないというよ

うな事情もございますので、今年度は500万円と

いう範囲の中でやらせていただきたいと思いま

す。

〇議長（白井二郎） ８番。

〇８番（石田勝弘） 確かに申し込み受け付けが８

月２日、審査するのが８月中、そして交付決定が

９月ということで、工事の期間が９月中旬から

11月中旬なわけですね。いろんな業者にお尋ねし

ますと、この時期はすごく忙しいのです、なかな

。 、 、かできない では いつがいいのですかというと

暇な時期は４月から６月までの期間だと。ですか

ら、その時期にそういう工事を出してくれれば助

かるのだがという声は多いのです。

ですので、例えばことしの場合でも、工事期間

、 、が短い ちゃんと工事ができないという場合には

繰越明許しまして、来年４月からかかると、こう

いう方法もあるのではないかと思うのですが、そ

の辺どうお考えでしょうか。

〇議長（白井二郎） 市長。

〇市長（宮下宗一郎） お答えいたします。

今から繰り越すという話は考えておらず、やは

りせっかくの会計年度の予算ですから、ことしの

予算はことしの予算としてしっかり私道の整備に

充てたいというふうに思っています。

今石田議員ご指摘の工期の問題については、大

変我々も考えなければいけないご指摘だと思いま

すので、来年度以降、どういう形でこの事業をし

ていくかということを考えていきたいと思いま

す。これ単独事業で補助はありませんので、我々

がやろうと思えば、そういう工期設定ができると

思いますし、これはもちろん予算ですので、市議

会議員の皆様のご理解を得て、そのような形にな

ればなるということも考えられると思いますの

で、ご理解を賜りたいと存じます。

〇議長（白井二郎） ８番。

〇８番（石田勝弘） そういうようなことで、こと

しはモデル事業として一、二件やりますよという

話ですが、ではその一、二件選定するという基準

はどのようになっていますか。

〇議長（白井二郎） 市長。

〇市長（宮下宗一郎） これも町内会長との懇談会

のときにご説明をさせていただいたのですが、要

件としては例えば延長が20メーター、幅員が４メ

ーター以上、５戸以上の住民が利用している、あ

るいは市道に接続する道路、排水施設が整備され

ているですとか、そういった要件は一応つくって

はいます。ただ、これがないからといってできな

いというわけではなくて、まずはこういった要件

を今提示させていただいて、事業としてどうでし

ょうかと。コミュニケーションの中で、この要件

を見直していって、来年度以降本格的な事業実施

、 。を図っていきたいと このように考えております

〇議長（白井二郎） ８番。

〇８番（石田勝弘） 市長の考えもわかりますが、

やはり町内会としてはうちのほうの道路を早くし

てほしいというところがたくさんあると思いま

す。ですので、先ほどの工期の問題もありますけ

れども、来年度は来年度でまた春になって募集と

なったら、やはり大変なのです、工事する側も大

変です。４月から取り組んでいけるように、やは
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りそういう考えで取り組んでもらいたいなと、こ

う思うのですが。

、 、それともう一つ 申し込みが多過ぎるときには

来年度は500万円とは言わず、できればその10倍

の5,000万円ぐらいを予算に組むようにという、

私はそう思いますが、その辺についてお伺いをし

ます。

〇議長（白井二郎） 市長。

〇市長（宮下宗一郎） 5,000万円組むべきだとい

うことですけれども、そもそも今皆様から応募を

いただいている、募集をしている段階であります

、 、ので これがどの程度応募があるのかということ

そして補助が必要な事業としてどれぐらいあるの

かということもまだ把握しておりませんので、そ

ういったことの全容が明らかになって、そしてそ

のことをもってまたこの場所で皆さんと議論しな

がら、その予算額については考えていきたいと、

このように考えております。

〇議長（白井二郎） ８番。

〇８番（石田勝弘） それでは、まだ申し込みが何

件あるかもわからない状態ですので、私道整備に

ついてはこの程度といたしますけれども。

次は、コミュニティ施設の関係の再質問をいた

します。以前郡部のコミュニティセンターで老朽

化が激しい、どこも建設してから40年以上たって

大変なのだよと、雨漏りするし、壁が崩れてくる

しというところがありまして、市に申し上げたと

ころ、壇上でも申し上げましたけれども、応急措

置をしてくれたということでありがたいと思って

おります。今予算のない中で、これを新しい施設

をつくるというのはまず困難であろうと、こう思

うわけです。そうすると、市がやっぱり修繕して

うまく使っていくという方法しかないのかなと、

こう思うわけですが、その修繕するお金もなかな

か捻出できないという場合に、ではどういう方法

、 、があるかなと どうすれば早く修繕できるのかと

そういう方法があればお伺いしたいと思います。

〇議長（白井二郎） 市長。

〇市長（宮下宗一郎） お答えいたします。

ちょっと財源の捻出がこれ全てでありまして、

午前中の議論にちょっと戻るのですが、例えば核

燃の交付金が我々の要望どおり来ていれば、それ

は数億円レベルで、これは財源が確保できるわけ

です。ですから、そうした財源の確保の問題につ

いては、これは我々だけではなくて、石田議員初

めぜひむつ市議会としても声を上げていただきた

いと繰り返し要請をさせていただきます。

今回のコミュニティセンターの公共施設につい

ては、これは「むつ市地域の明るい未来づくり応

」 。 、援補助金制度 というものがございます これは

市が所有する各地区の集会施設を町内会等が修繕

する場合には原材料費の２分の１の補助をするも

のでありまして、平成30年度は川内町の田野沢地

区会がこの補助制度を活用して、公民館の外壁等

の塗装工事などを行っております。こうした制度

を活用していただいて、コミュニティセンターな

どの施設についても力を合わせて修繕しながら、

長寿命化を図っていきたいと、このように考えて

おります。

〇議長（白井二郎） ８番。

（ ） 、〇８番 石田勝弘 原材料の２分の１を補助して

あとはその地区住民のマンパワーの協力をもらっ

て修繕したほうがいいと。実際市で積算すると、

高い値段がつくわけです。住民から、その地区の

、 、人が直す その地区で例えば大工さんがいるとか

左官屋さんがいるとかというときには、そういう

人たちの協力を得れば、実際額は結構安くすぐで

きるというようなことも聞いております。そうい

う場合には、申請すれば、ああ、いいですよと、

原材料の半分ですよと、すぐ対応できるものでし

ょうか。

〇議長（白井二郎） 企画政策部長。
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〇企画政策部長（吉田和久） ご質問にお答えいた

します。

予算のほうは、限られておりますが、できる限

り要望に沿った形で、まずは申請を早急にしてい

ただければと思いますので、よろしくお願いいた

します。

以上でございます。

〇議長（白井二郎） ８番。

〇８番（石田勝弘） 先に申請してください、どの

程度かというのは検討するという話ですが、これ

もやっぱり年間どのぐらいの予算があるとかと決

まっているのですか。

〇議長（白井二郎） 企画政策部長。

〇企画政策部長（吉田和久） お答えいたします。

先ほど市長からご説明がありました応援補助金

につきましては、総額で今年度1,120万円ほど予

算措置はしておりますが、全てがこの今のご質問

に対して補助するということではなくて、２つご

ざいます。

まずは大きくて「地域コミュニティチャレンジ

事業」ということで、これは町内会などの市民活

動を実施する場合への事業に対する補助と、もう

一つは「活動拠点整備事業」ということで、その

部分において、今の修繕等の費用に充てるという

ことでございますので、それぞれの申請の中で案

分というか、配分されるということでございます

ので、よろしくお願いいたします。

〇議長（白井二郎） ８番。

〇８番（石田勝弘） どうもありがとうございまし

た。

次は、低投票率に対しての再質問を行います。

１番目の期日前投票所の増設の考えです。マエダ

本店で期日前投票所を設置したというのは、まさ

にクリーンヒットであります。それで大分投票率

が上がりました。そういう意味では、中央公民館

と来さまい館はともかく、むつ総合病院はかなり

の人が行っているわけです。選挙管理委員会委員

長も効果はあるだろうというのは認めて先ほどお

答えになりましたけれども、場所がないと。確か

にぎちぎちです。ですので、それはどうにかなら

ないものかなと思うのですが、もう一度再確認し

たいと思います。

〇議長（白井二郎） 選挙管理委員会事務局長。

〇選挙管理委員会事務局長（木村善弘） お答えし

ます。

むつ総合病院につきましては、外来患者が毎日

1,000人近く来ているということで、効果的では

ありますけれども、現在診察室も余裕がない状況

でありまして、場所等を確保するには、身体障害

者等も来ますので、相当な広い範囲の場所を必要

としますが、それを確保できないということであ

ります。今後むつ総合病院が病棟の建て替え等を

計画している段階で、私たちとしても場所を確保

できれば要望していきたいなとは考えておりま

す。

〇議長（白井二郎） ８番。

〇８番（石田勝弘） 今選挙管理委員会事務局長が

おっしゃいましたが、むつ総合病院が建て替えの

ときには、そういうのも役割を含めたいろんなの

に使える、そういう広いところをつくっていただ

きたいなと思うのですが、市長、その辺お答えを

お願いします。

〇議長（白井二郎） 市長。

〇市長（宮下宗一郎） 管理者としての立場では答

弁できませんので、むつ市長としての立場で答弁

させていただきますが、恐らく新しい病棟、これ

はむつ市からの要請ということになりますけれど

も、さまざまな機能を持たせて、機能があるよう

な形で供用していただくように我々としては要請

をさせていただきますが、少なくとも投票所をつ

くれということの要請は、その中には含まれない

とは思います。ただ、結果でき上がったものが広
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い場所があって、投票ができるようになれたらい

いなというふうに私も考えております。

〇議長（白井二郎） ８番。

〇８番（石田勝弘） 広い場所をつくるということ

ではなくて、いろいろ会議室も必要だろうし、そ

の辺の配置の仕方で幾らでも使えることがあると

思います。その辺を研究していただきたいなと思

います。

次は、投票弱者対策でございます。選挙管理委

員会委員長のお答えでは、今研究していますよと

いうお話でございました。検討しているというこ

とで。前回もたしか検討しているのですよね。ず

っと検討中なのですが、何とか前向きにしていた

だきたいと。これも、またお答えするのは大変だ

、 。なと思うところですので お答えは要らないです

足腰の弱っている高齢者や障害者対策として、

投票所を土足で上がれるようなシステムにしては

どうでしょうかという、そういう高齢者の声があ

りました。それについては、どうお考えでしょう

か。

〇議長（白井二郎） 選挙管理委員会事務局長。

〇選挙管理委員会事務局長（木村善弘） 投票所の

土足で上がることも考えたらどうかというご質問

ですが、以前、大分前ですけれども、試験的に一

部の投票所においてブルーシート等を敷く等対応

したこともありましたが、雨等の悪天候時になり

ますと、逆に滑ったりして、けがのもとになる可

能性もありましたことから、現在は各投票所入り

口付近に靴カバーを置いて、そのカバーをつける

ことにより、土足でも入室可能となるような対応

をとっておりますので、ご理解賜りたいと存じま

す。

〇議長（白井二郎） ８番。

〇８番（石田勝弘） つえをついてやっと歩いてい

る人は、靴カバー履くという手間なんてできない

のです。ですので、その滑るブルーシートを滑ら

ないような素材にすると、そういう工夫が必要で

ないですか、もう一度お願いします。

〇議長（白井二郎） 選挙管理委員会事務局長。

〇選挙管理委員会事務局長（木村善弘） 実は、今

回の知事選で桜木町の町内会から、どうしてもブ

ルーシートを敷いて土足で上がれるような対応を

してくださいというようなご要望がありました。

一応たってのお願いでしたので、とりあえずは、

選挙管理委員会としてはちょっと危険だとは思う

のですけれども、町内会が責任を持ってやるとい

うことだったので、ブルーシートを敷いて対応し

ております。

靴カバーをつけるに当たっては、障害者とか高

、 、齢者の方 それすらも大変だということであれば

自動的に履ける装置も中にはあるみたいなので、

それらについてもちょっと対応を検討していきた

いなと考えております。

〇議長（白井二郎） ８番。

〇８番（石田勝弘） 細々と質問しましたが、これ

からもよろしくお願いいたします。

以上で私の質問を終わります。

〇議長（白井二郎） これで、石田勝弘議員の質問

を終わります。

◎散会の宣告

〇議長（白井二郎） 以上で本日の日程は全部終わ

りました。

なお、明６月18日は菊池光弘議員、冨岡幸夫議

員、大瀧次男議員、東健而議員の一般質問を行い

ます。

本日はこれで散会いたします。

午後 ２時３５分 散会
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